
「水防災意識社会 再構築ビジョン」に基づく
最上川中流の減災に係る県管理区間の取組と今後の予定

資料－２

平成30年５月３１日

最上川中流大規模氾濫時の減災対策協議会 第５回協議会
新庄市、尾花沢市、大石田町、金山町、最上町、舟形町、真室川町、

大蔵村、鮭川村、戸沢村、最上広域市町村圏事務組合、

山形県、山形地方気象台、国土交通省東北地方整備局
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危機管理型水位計の設置

取組項目（取組方針P22）
○リスクが⾼い箇所及び河川⽔位等を監視するためのCCTVカメラ及び簡易⽔位計等の整備、及びCCTVカメラ
画像の受信設備の設置

具体的な取組
・近年５ヶ年の洪⽔による浸⽔箇所を対象に量⽔表の設置を進める。
・簡易⽔位計については、活⽤⽅法等について地域の⽅も交えて検討を⾏い、必要性の⾼い箇所への設置を検討。
・危機管理型⽔位計の設置
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危機管理型水位計の設置河川の選定

県では、主に下記の条件により設置箇所を選定
・ 既存⽔位計の受持ち区間の延⻑が⻑く既存⽔位計の補完が必要な河川
・ 役場等が近接する河川
・ ＤＩＤ地区（市街地）等を貫流する河川
・ 直轄の背⽔対策に課題のある河川
・ その他、河川管理者が⽔位把握が必要と判断した河川

総合支庁 設置対象河川

村山

本庁舎
新堀川 犬川 龍山川 荒町川 河原期川 摺鉢沢川

本沢川 後明沢川 蔵王川 生居川 樽川

西庁舎 月布川 古佐川 法師川

北庁舎 富並川 大沢川

置賜
本庁舎 羽黒川 鬼面川 黒川 大樽川 蛭川 和田川

西庁舎 置賜野川 荒川③

最上 最上小国川 升形川② 泉田川② 角川 中の川

庄内
立谷沢川 相沢川 田沢川 京田川③ 藤島川② 黒瀬川

青竜寺川 大山川③ 荒瀬川 庄内小国川 今野川 豊川

危機管理型水位計の設置河川

※青文字の河川は、既存水位計が設置されている河川
※河川名の後に示した数は、複数設置する河川の設置基数

具体的な設置箇所
・ 県 全 体：４１河川 ５０箇所（このうち新規設置河川数：２０河川 ２０箇所）
・最上川中流域： ５河川 ７箇所（このうち新規設置河川数： １河川 １箇所）
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危機管理型水位計の位置付け及び設置スケジュール

○危機管理型水位計の位置付け
・洪⽔予報河川、⽔位周知河川に追加する⽔位計は、既存⽔位計の
補⾜機器としての位置付けとする。（危険⽔位等は既存資料を基
に算出する）

・今回、新たに追加する河川の⽔位計は、当⾯、洪⽔の⽔位観測機
器としての位置付けとする。（危険⽔位等は市町村からの聞き取
りにより設定する）

・新たに追加する河川は、⽔位データを蓄積し、⽔位周知河川に指
定する可能性がある。

・⽔位計の観測⽔位は、市町村が避難勧告等を発令する⽬安として
活⽤する。

○設置スケジュール
・設置箇所の最終調整３⽉〜４⽉（市町村と設置箇所の最終調整を
実施）

・発注準備４〜５⽉
・台⾵シーズン前までに設置予定

○危機管理型水位計の課題
・現時点で、⽔位計の観測開始をプッシュ型配信等で知らせる仕組
みがないことから、⽔位上昇の確認漏れを回避するための対応策
の検討が必要である。

・危機管理型⽔位計の市町村の活⽤⽅法を確認する必要がある。
（⽔防計画への位置付け、ホットラインの実施について調整が必
要）
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具体的な取組

○県管理区間の想定最⼤規模の浸⽔想定区域公表対象
１３河川について、順次作成・公表を進めていく。

※⾚⽂字河川：H30.4策定・公表済み
※紫⽂字河川：H29補正予算による実施

（業務発注済み）
※⿊⽂字河川：H31年度以降に実施予定

想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図の作成推進

取組項目（取組方針P12）
○想定最⼤規模降⾬の浸⽔想定区域図の作成

最 上 総 合 ⽀ 庁
管 内

最上⼩国川、升形川、指⾸野川、
泉⽥川、⼤以良川、⾦⼭川、上台川、
真室川、鮭川、⾓川

村 ⼭ 総 合 ⽀ 庁
（北庁舎）管内

丹⽣川、朧気川、野尻川

洪水予報河川【最上川中流県管理】2河川

水位周知河川【最上川中流県管理】11河川

H29実施中

H29補正対応

H31年度以降

河川名着色凡例
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京田川上流域の「雨量」「流量」「洪水警報の危険度分布」の関係 

 
１．監視観測所について 

図１を基に、ティーセン分割により流域平均雨量を求め、各観測所雨量との比較を行った結果を図２に示す。 
比較した結果、流域平均雨量波形は添川の雨量波形に近似する。このため、京田川上流域で注視すべき観測所は添川観測所となる。 
※添川観測所の分担流域が全体の 2/3 を占めることから当然の結果といえる。 

 
２．雨量と流量増加量について 

  平成 28 年度に京田川で発生した洪水（①8 月 17～18 日、②8 月 22～23 日）の雨量と流量増減をまとめた資料を図３に示す。 
  これを見ると、降雨波形と流量増減の波形は近似している。また、①洪水（70 分）より②洪水（40 分）の方が流出時間が短い。これは、 
②洪水の 10 分雨量が多く、表流水が多いためと推察される。さらに、①洪水では MAX1.5m3/s 程度の流量増加量だが、②洪水では、MAX 

 10.0m3/s を超える流量増加量となっている。②洪水を細かく見てみると、6mm/10 分を超えると流出時間が短くなるとともに流量増加量が 
 多くなる傾向にある。 
  このことから、注視すべき雨量として 6mm/10 分を設定し、これを超える雨量が連続して観測された場合は注意が必要と考えられる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
図 1 京田川上流流域図 

※○は雨量観測所 

図２ 2016.8.22～23（10 分雨量） 

図３ 10 分雨量と流量増減 

70 分 

40 分 
6mm超過雨量観測40分

後から急激な水位上昇 

水位周知河川の実績検証例 
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user
タイプライターテキスト
３．洪水警報の危険度分布（気象庁リーフレット抜粋）



平成２８年８月洪水の雨量・流量グラフ（10分観測）

平成２８年８月洪水の雨量・流域雨量指数グラフ（10分観測）

洪水警報の危険度分布

　極めて危険 流域雨量指数の実況値が過去の重大な水害発生時に匹敵する値

　非常に危険 流域雨量指数の3時間先までの予測値が、過去の重大な水害発生時に匹敵する値に到達すると予想

　警戒 流域雨量指数の3時間先までの予測値が、重大な水害が発生しうる値に到達すると予想

　注意 流域雨量指数の3時間先までの予測値が、軽微な水害が発生しうる値に到達すると予想

　今後の情報等に留意
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３．「洪水警報の危険度分布」の検証 

  図４に②洪水発生時における「洪水警報の危険度分布」検証データをバーチャートで示した。 
 これを見ると三和観測所の水位が避難判断水位氾濫危険水位を超える前に、「非常に危険」「極めて危険」の表示となっていることから、市町村が避難勧告等の発令の判断基準として活用することは

十分可能と判断できる。ただし、降雨から 40 分程度で洪水が到達することから、雨量観測所の 10 分雨量を注視しながら刻々と変化する状況に対応すべきと考えられる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 雨量と洪水警報の危険度分布 
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幼
稚

園
子
育
て
支
援
課

-
子
育
て
支
援
課

2
3

小
学

校
教
育
庁
ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
市
町
村
教
育
委
員
会
市
町
村
教
育
委
員
会

2
4

中
学

校
教
育
庁
ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
県
市
町
村
教
育
委
員
会
県
市
町
村
教
育
委
員
会

2
5

義
務

教
育

学
校

教
育
庁
ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
市
教
育
委
員
会

市
教
育
委
員
会

教
育
庁
ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
県
市
町
村
教
育
委
員
会
県
市
町
村
教
育
委
員
会

学
事
文
書
課

－
学
事
文
書
課

2
7

中
等

教
育

学
校

（
県
内
に
無
し
）

－
－

2
8

特
別

支
援

学
校

教
育
庁
ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
県
教
育
委
員
会

県
教
育
委
員
会

2
9

高
等

専
門

学
校

（
教
育
庁
と
関
係
す
る
学
校
無
し
）

－
－

（
教
育
庁
と
関
係
す
る
学
校
無
し
）

－
－

学
事
文
書
課

－
学
事
文
書
課

3
0

高
等

課
程

を
置

く
専

修
学

校

「
⽔

防
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
の

施
⾏

に
つ

い
て

（
国

⽔
政

第
12号

 
平

成
29年

6⽉
19⽇

 
国

⼟
交

通
省

 ⽔
管

理
・

国
⼟

保
全

局
⻑

 ⇒
 ⼭

形
県

知
事

）
」

に
記

載
さ

れ
て

い
る

施
設

例
の

県
対

応
課

及
び

市
町

村
対

応
課

※
計

画
の

点
検

主
体

：
「

⽔
害

・
⼟

砂
災

害
に

係
る

要
配

慮
者

利
⽤

施
設

に
お

け
る

避
難

計
画

点
検

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

で
は

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
目

的
に

「
各

要
配

慮
者

利
⽤

施
設

が
計

画
を

提
出

し
た

際
や

、
そ

の
他

定
期

監
査

時
等

に
お

い
て

そ
の

内
容

を
確

認
す

る
際

の
着

眼
点

を
ま

と
め

た
も

の
」

と
記

載
し

て
あ

り
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

基
づ

く
点

検
を

実
施

す
る

主
体

を
記

載
す

る
。

1
0

1
9

2
2

2
6

高
等

学
校
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H30.5

部局

部局

主担当

課名 職名 氏名 電話 メール 担当施設 事項

○ 河川課 河川管理専門員 本橋　倫之 023-630-2619 motohashit@pref.yamagata.jp

水防法に関す

ること

砂防・災害対策課 砂防企画主査 外山　聡宏 023-630-2614 toyamaak@pref.yamagata.jp

土砂災害防止

法に関すること

環境エネルギー部

危機管理・くらし安心局

○ 危機管理課 防災主査 松田　　茂 023－630-2231 ykikibosai@pref.yamagata.jp

消防・防災に関

すること

○ 子育て支援課 子ども・子育て支援主査 武田　祐二 023-630-2392 takedayuj@pref.yamagata.jp

保育施設、幼

稚園等

子ども家庭課 主事 遠藤　貴文 023-630-2347 endotakaf@pref.yamagata.jp 児童養護施設等

○ 健康福祉企画課 主事 朝倉　千鶴 023-630-2244 asakurac@pref.yamagata.jp

地域福祉推進課 保護指導専門員 吉田　憲明 023-630-2334 yoshidanor@pref.yamagata.jp

地域医療対策課 主査 伊藤　奨 023-630-3366 itosusu@pref.yamagata.jp

長寿社会政策課 施設法人指導主査 西堀　一美 023-630-2273 nishiborika@pref.yamagata.jp 老人福祉施設

障がい福祉課 主事 寺嶋　智哉 023-630-2275 terajimat@pref.yamagata.jp

病院事業局 ○ 県立病院課 課長補佐 森居　俊明 023-630-2765 moriit@pref.yamagata.jp 県立病院

病院施設に関

すること

教育庁 ○ スポーツ保健課 主査 軽部　隆一郎 023-630-2564 未定（ysports@pref.yamagata.jp）

学校施設に関

すること

総務部 ○ 学事文書課 主査 長岡　寛矩 023-630-2191 nagaokahir@pref.yamagata.jp 私立学校

学校施設に関

すること

要配慮者利⽤施設の避難確保計画作成および避難訓練の実施に係る県担当窓⼝

県土整備部

子育て推進部

児童福祉施設

等に関すること

健康福祉部

老人福祉施設、

障害者施設、病

院施設（県立を

除く）に関するこ

と
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避難確保計画作成推進の課題等

○平成３０年３月５日に開催した市町村等担当者説明会で出された主な質問は下記のとおり

・地域防災計画への記載について、具体的にどのように記載したらよろしいでしょうか。
・避難確計画は、既存の防災計画（⽕災等）への追記で良いのか。それとも、別途作成しなければいけないのか。
・⼟砂法による警戒区域以外の危険箇所については、地域防災計画から削除した⽅がいいのか。
・避難確保計画の記載概要に記載漏れが有る場合は、避難確保計画未作成と判断されるのか。
・⼩中学校の現状としては、浸⽔想定区域や⼟砂災害警戒区域に位置していることは認識されていると思う。し
かし、避難確保計画や避難訓練の実施が義務化となっていることは認識されていない現状であると思う。

○避難訓練の実施について

・最上地区において、１施設を選定し避難訓練に⾏政機関が参加
・避難訓練への⽀援策について、幹事会で検討

シナリオ作成への支援が必要
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